





                河野 崇 
 
Ⅰ．はじめに 
日本列島においては、平成 7 年 1 月の兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）から平成 23 年
3月の東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）の間に、平成 12年鳥取県西部地震、平成 13年













































































横軸を見てみると、1 学期、2 学期、3 学期と、各学期に分けており、予定時数と実施時数
を記載している。各学期には、教科名、単元名、指導内容等を記載するとしている。例えば、










（5）文部科学省の防災教育年間計画例は、1・2 年、3・4 年、5・6 年で作成されている。ま
た、1・2年、3・4年、5・6年それぞれについて、目標と主な指導内容が記載されている。横









学期 教科 長野県 福島県 秋田県 仙台市 文部科学省 











































































































































3 生活 【1 年】 
〇保育園の年長児と
の交流 
1 学期と同じ 【2 年】 
〇もっとなかよしま
ちたんけん 


































学期 教科 長野県 福島県 秋田県 仙台市 文部科学省 







































































































































   
2 総合 1 学期と同じ 1 学期と同じ  〇命を守る非常食  



















































1 学期と同じ    





























































1 学期と同じ    
 
表 3：高学年の防災教育年間指導計画例の指導内容 
学期 教科 長野県 福島県 秋田県 仙台市 文部科学省 























































































































   






































































































































3 総合 1 学期と同じ 1 学期と同じ  〇東日本大震災から
学ぶ 
 




























































































部科学省とも、1 学期、2 学期、3 学期に区分し、それぞれの学期の中に各教科等の指導内容
を記載している。仙台市の横軸は、知識、技能、態度の区分に分かれており、縦軸は、4 月か
ら 3月までの各月ごとに分けている。長野県と福島県は、縦軸は教科等、横軸は 1学期から 3
学期に区分しており、同じような防災教育年間指導計画例になっている。横軸を 1 学期から 3
学期に区分しているところは、秋田県や文部科学省も同じである。仙台市は、縦軸は月ごとに
区分し、横軸は防災対応力の構成要素となっており、特徴的な防災教育年間指導計画例だとい
える。 
安全学習を各教科等に、安全指導を特別活動に区分するところもあれば、教科指導計画、学
級指導計画、全体指導計画に区分するところもあるなど、特別活動をどのような区分で分ける
のかに違いがあるといえる。また、福島県では、教科等の特性により、特に順序性を問わない
場合は、学期の区分を入れずに示すとしていること、仙台市のように、各教科等で、どういっ
た内容が、どのようなねらいを持って行われるのかを視覚的に分かるようにすることは、それ
ぞれの教育委員会の特徴であるといえる。仙台市の防災教育年間指導計画例では、防災教育の
ねらいを持ちながら実践していくことを想定したものになっている。 
②各教育委員会等で作成された防災教育年間指導計画例を分析したところ、生活科では、同じ
指導内容が示されていることが多いことが分かった。1年生では、学校探検と安全な登下校が、
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2 年生では、町探検が主な防災に関する内容になっている。学校探検では、地震が発生したと
きに、学校内のいろいろな場所で、どのような危険があるのかを調べる。安全な登下校では、
通学路の危険な場所を調べることを主な内容としている。学級活動では、災害種別ごとに、火
事や地震、大雨が起こったときの正しい行動の仕方について学習することが、主な防災に関す
る内容となっている。また、授業中、休み時間、町の中など、場面を変えた対応についても学
習をしている。総合的な学習の時間では、3 年生は、防災マップを作成することが、長野県、
福島県、秋田県、仙台市の計画例で示されている。高学年では、地域の自然災害について学ぶ
活動、ボランティア活動、エコ活動、避難所について学ぶ活動など、色々な内容が示されてい
る。エコ活動について自分たちができることを考える、避難所で自分たちにできることを考え
るなど、高学年では、自分たちができることを考え、行動していくことまでを目指した学習が
展開されている。社会科では、中学年では、自分たちが住んでいる町の様子について調べるこ
と、地域社会における災害及び事故の防止の内容について学ぶこと。高学年では、国土の様子
と自然災害や情報とを関連させて学ぶ内容が、防災に関する主な内容になっている。理科では、
中学年では、防災に関する同じような内容はあまり見られないが、高学年では、天気の変化に
ついて、台風や洪水と関連させて防災を学ぶとしているところが多い。 
 各教育委員会等で作成された防災教育年間指導計画例を比較したところ、教科ごとに同じ内
容が示されていることが多いことが分かった。また、各教科等の指導内容をまとめたところ、
各教科等を関連させて学習を進めていくこともできそうである。例えば、低学年では、生活科
で、学校や登下校中の危険場所を調べる内容と関連させて、学級活動で、それぞれの危険場所
での震災対応について学習する。中学年では、総合的な学習の時間で、防災マップを作成する
活動と関連させて、社会科で自分たちが住んでいる町の様子について調査したり、地域社会に
おける災害について学習したりする。高学年では、総合的な学習の時間で、わたしたちの地域
の自然災害について学習することと関連させて、社会科で、わが町の国土と自然などの様子に
ついて学習すること。理科で、地域の川について、洪水の危険について学習するなど、生活科
と総合的な学習の時間を柱の教科として、他教科を関連させて、教科横断的に防災教育を実践
していくことも考えられる。 
 
Ⅵ．おわりに 
本研究では、各教育委員会等で作成された、防災教育年間指導計画例を収集して分析をする
ことで、今現在の小学校で、どのような防災教育年間指導計画例が作成されているのかを明ら
かにし、その特徴を把握した。収集したものは、長野県、福島県、秋田県、仙台市、文部科学
省の 5つで、防災教育年間指導計画例については、それほど多くのものが作成されているわけ
ではないことが分かった。 
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 各教育委員会等で作成された、防災教育年間指導計画例の内容について分析したところ、学
年ごとに作成しているところもあれば、低学年、中学年、高学年ごとに作成しているところも
ある。縦軸については、教科等に区分しているものが多いことが分かった。また、長野県と秋
田県のように、教科等と学級活動を分けているところも見られた。横軸については、1 学期か
ら 3学期の区分に分けているところが多く見られた。 
 防災教育年間指導計画例について、防災教育と関連の深い教育活動である、生活科、総合的
な学習の時間、社会科、理科、学級活動において、低学年、中学年、高学年で、1 学期から 3
学期の区分に分けて、指導内容を整理した。教科ごとの指導内容を比較したところ、同じ内容
が示されていることが多いことが分かった。各教科等で防災教育に関連した内容を行うとする
と、単元、指導内容とも、それほど大きな違いがないといえる。例えば、低学年の生活科では、
学校探検、地域探検、中学年の総合的な学習の時間では、防災マップ作り、中学年の社会科で
は、地域調査、地域社会における災害及び事故防止、高学年の理科では、台風や洪水について
など、各教育委員会等で同じ内容が示されている。 
また、これらの教科等は、防災教育と関連が期待される教育活動であるといえる。文部科学
省は防災教育について、学校の教育活動全体を通して適切に行うよう、各教科等を有機的に関
連させるとしている。教科ごとに個別に行うのではなく、各教科等の指導内容を関連させて、
有機的に行うことで、防災教育の教育的効果を高めていけるといえる。 
今回の研究より明らかになった知見をもとに、どのような防災教育年間指導計画例が望まし
いのか、今後も研究を継続していきたい。 
 
引用・参考文献 
1）文部科学省（2013）『学校防災のための参考資料「生きる力」を育む防災教育の展開』p.3 
2）同上 1）P.3 
3）同上 1）P.6 
4）同上 1）P.6 
5）同上 1）P.6 
6）同上 1）P.13 
7）長野県教育委員会（2013）『「学校における防災教育の手引き」平成 24 年度実践的防災教
育総合支援事業報告書～』 
8）福島県教育委員会（2017）『ふくしま放射線教育・防災教育指導資料活用版』 
9）秋田県教育委員会（2013）『学校における防災教育の手引き』 
10）仙台市教育委員会（2012）『学校における防災教育指導資料』 
11）同上 1）pp.80-81 
35
